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大正 13年 4月 山口高等学校(文科甲煩)へ入学。















昭和 5年 4月 京都帝国大学(経済学部)大学院に入学，小島昌太郎教授の指導を受
，tるU
昭和5年 9月 京都帝国大学副手となる(大学院生のまま)。



















昭和 13年 3月 京都帝国大学助教授(経済学部)に就任。外国経済書講読の講義を担
任。 このころから La.ndres， C， L.: -.lY[athe1刑 tisch-Technische Kapitel zur 
Lebens叩 γ'si-che.n仰 g，1921 を読み始める。絶大な影響を受付るo
昭和14年4月 保険論の講義を担任。
専任講師就任のころより， 研究傾向が海運から保険に転じている。 これが何によ
るものか， われながら， はっきりしない。思うに， 当時ドイツ語に非常な興味を
おぼえてし、たが， ドイツ語で書かれた権威ある文献は海運関係にはほとんどなく，
保険関係にはいくつもとれがみいだせた H、うと~.および，保険研究には数学が
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重要な役割をもっているということ，にあるらしい。
昭和 14年 7月 著書「再保険の発展』を有斐聞から出版。
昭和 15年 2月-3月 満州国および中華民国、出張。





昭和 17年 4月 長女，基子出生。
大東亜戦争にはし、ったころから数理経済学の勉強を閣始。渡辺孫一郎『数学ノ経済
学ヘノ応用j (岩波「数学講座J)， 日比野勇夫『経済への数学解析j (同文館)， 
Marshall， A.: PrinciPles 01 Economics， 8.ed から教示を受ける c
昭和18年 9月 訳書 rp.M ジェ ス アメリカ梅運政策』を有斐閣から出版，
巻末に佐波の論文「戦時アメリカ海運政策」を収録。
昭和 18年 9月 訳書『合衆国海事委員会 アメリカ海運の経済的調査』を辰馬海事
記念財団から出版。
昭和 19年 4月 交通論の講義壱担任。






昭和19年 B月 臨時召集(具海兵団)を受けるが， 2日後に帰宅。
昭和 20年 l月 次男，悠紀出生。
昭和21年 5月 著書『海運政策外国文献解題と批判』を海事文化研究所(辰馬
海事記念財団)から出版。
昭和21年 7月 海運政策特別委員会 (運輸省) に参加， 日本海運の再建策をねる
(約3カ月間)。
昭和21年 7月 京都帝国大学教授に就任。経済第5講座を担任。






昭和25年 4月-32年 6月 兵庫県立神戸商科大学教授壱兼住。
昭和25年 9月-39年 6月 学術奨励審議会(学術用語分科審議会)専門委員に任命さ
れる。
昭和 25年 11月 日本保険学会理事に就任。
昭和 25年 11月 京都大学上り経済学博士(経第35号〕の学位壱受けろ。
昭和 26年7月 著書『保険学講案』を有斐閣から出版。
昭和 26年 7月 海事文化研究所(神戸)で開催された海事法学会に出席。その席上，
心筋梗塞の発生ぞ生じ，倒札る。以来， 5年間たびたび激しい心臓発作を生じ，研
究活動を著しく制限せられる。
昭和 26年 12月 随筆集「海運研究者の悲及』を出版。
昭和28年 4月 新制大学犬学院の発足とともに， 京都大学大学院経済学研究科学生
の指導にあたる。






















昭和 36年 10月 香川大学で開催された日本保険学会に研究報告のため出席し，胃潰
場の吐血，下血を発生。
昭和 37年 l月 著書「海運動学入門』を海主堂から出版。
昭和 38年 2月 著書『交通学入門』を安友社から出版。
昭和38年 7月 北海道大学経済学部へ非常草原茸師として出講〈保険論)。
昭和 38年 11月-12月 日本専売公社京都病院にて，網膜剥離の手術壱受け号。
昭和 40年2月 養母ナエワ死去。
昭和40年4月-10月 山口大学経済学部へ非常勤講師として数回出講(保険論)。





昭和 41年8月. 9月 京都大学病院にて肝臓濡手術を受ける。
昭和 41年 10月 日本海運経済学会の創立とともに，副会長に就任。
昭和42年7月 京都大学病院にて肝臓癌手術を受ける。
昭和42年 12且6日 「産業連関表における保険業の生産額J0)題目で経済学部教授
退官記念講義を行なう。
キ昭和43年1月8日 京都大学病院(外科南病舎)に入院。
持昭和43年2月19日 昏睡状態におち入る。以後10日間，昏睡と意識回復を繰返す。
キ昭和43年2月29口 肝臓癌のため逝去。
噌昭和43年3月12日 京都大学経済学部において，京都大掌経済学会葬が行なわれ
る。
*昭和43年3月 編書『現代日本の交通経済』を東洋経済新報社から出版。
L注 キは山田浩之が追記)
